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き
た
い
。
ま
た
法
律
改
正
で
農
地

の
保
有
に
係
る
課
税
の
強
化
も
あ

る
が
、
農
業
委
員
会
や
農
業
従
事

者
と
協
力
し
て
き
ち
ん
と
し
た
農

政
を
し
、
地
域
農
業
を
守
っ
て
い

き
た
い
。
今
回
の
改
革
は
我
々
の

農
業
を
自
分
た
ち
の
力
で
支
え
る

た
め
の
変
革
だ
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
候
補
者
の
評
価
委
員
会

で
は
委
員
長
に
副
市
長
が
入
り
、

議
会
か
ら
は
議
長
も
入
っ
て
も
ら

う
。
し
っ
か
り
と
評
価
を
し
て
い

き
、
委
員
会
の
場
等
で
議
論
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
会
活
動
の「
見
え
る
化
」

を
行
い
、
し
っ
か
り
し
た
農
業
委

員
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

一般質問

奥
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（
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）

災
害
時
の
対
応
・

避

難

所

の

設

営

平
成
28
年
４
月
の
三
重
県
沖

地
震
発
生
時
の
本
市
の
対
応
は
。

ま
た
、
県
は
７
月
に
県
一
斉
の
地

震
行
動
訓
練
「
ナ
ラ
・
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
」
を
行
う
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

来
庁
者
へ
周
知
す
る
た
め
、

緊
急
地
震
速
報
と
連
動
し
て
庁
内

放
送
が
流
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
平
成
28
年
４
月
の
三
重
県
沖

地
震
発
生
時
に
も
機
能
し
て
い
る
。

本
市
は
震
度
２
で
、
特
に
被
害
は

な
か
っ
た
。
緊
急
地
震
速
報
時
に

職
員
が
と
る
べ
き
行
動
は
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
周
知
し
て
お
り
、
今

後
も
不
測
の
事
態
に
備
え
、
職
員

の
意
識
向
上
に
努
め
る
。
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
だ
け
で
な
く
、
あ

わ
せ
て
市
の
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
な
訓
練
に

な
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

運
動
公
園
等
に
物
資
を
備
蓄

し
て
い
る
が
、
指
定
避
難
所
等
に

も
物
資
を
備
蓄
す
る
考
え
は
。

以
前
は
、
避
難
所
と
な
る
各

学
校
に
物
資
を
分
散
備
蓄
し
て
い

た
が
、
ネ
ズ
ミ
の
害
な
ど
に
よ
り

管
理
が
困
難
に
な
る
事
例
等
が
あ

り
、
現
在
は
行
っ
て
い
な
い
。
本

市
の
面
積
規
模
か
ら
考
え
て
、
南

西
部
の
運
動
公
園
、
中
心
部
の
市

役
所
防
災
倉
庫
、
北
東
部
の
か
し

は
ら
安
心
パ
ー
ク
の
３
カ
所
で
の

備
蓄
が
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
協

力
や
連
携
の
体
制
は
。

本
市
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
立
ち
上
げ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

運
営
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
対

応
す
る
。
今
後
も
各
種
団
体
、
関

連
団
体
等
と
連
携
し
て
進
め
た
い
。

少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

橿
原
消
防
署
が
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
を
組
織
し
て
お
り
、
防
火
・

防
災
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

訓
練
や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
若
年

層
の
防
災
意
識
向
上
に
努
め
た
い
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
、
障
が

い
者
用
の
肘
か
け
の
つ
い
た
ト
イ

レ
の
備
蓄
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

ト
イ
レ
は
備
蓄
し
て
い
る
が
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
避
難
所
の
収

容
状
況
に
よ
り
使
用
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
最
新

の
事
例
も
研
究
し
、
検
討
し
た
い
。

熊
本
の
地
震
で
は
橋
脚
の
落

下
等
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
本
市
は
緊
急
道
路
網
、

建
物
の
耐
久
性
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
し
て
い
る
の
か
。

緊
急
輸
送
道
路
は
、
地
震
発

生
時
に
倒
壊
し
て
道
路
を
塞
ぐ
可

能
性
の
高
い
家
屋
な
ど
に
対
し
て
、

事
前
に
耐
震
診
断
を
含
め
た
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
る
。
住
宅
は
、

緊
急
輸
送
道
路
の
一
定
の
高
さ
以

上
の
避
難
路
沿
道
建
築
物
に
、
耐

震
診
断
と
結
果
の
公
表
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
県
が
具

体
的
な
区
間
を
検
討
し
て
お
り
、

県
の
状
況
に
応
じ
て
本
市
も
対
応

を
進
め
た
い
。
空
き
家
は
、
法
に

基
づ
き
、
管
理
不
全
ま
た
は
管
理

不
全
に
な
る
お
そ
れ
の
高
い
空
き

家
に
つ
い
て
、
所
有
者
、
管
理
者

に
状
況
説
明
及
び
写
真
の
情
報
提

供
を
行
い
、
適
切
な
管
理
を
促
し
、

改
善
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

橋
梁
は
、
予
防
保
全
に
よ
り
長
寿

命
化
を
図
る
と
い
う
事
業
を
本
市

で
は
進
め
て
お
り
、
５
年
に
１
回

定
期
点
検
を
行
い
、
損
傷
が
軽
微

な
段
階
で
の
修
繕
を
考
え
て
い
る
。

地
震
発
生
時
に
は
、
被
害
想
定
を

も
と
に
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
を
考
慮
し
、
優
先
的
に
道

路
啓
開
す
べ
き
ル
ー
ト
を
選
定
し
、

緊
急
車
両
通
行
の
た
め
、
早
急
に

最
低
限
の
瓦
れ
き
処
理
等
を
行
い
、

緊
急
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。

災
害
時
に
避
難
支
援
が
必
要

な
方
の
把
握
と
対
応
は
。

自
力
で
避
難
で
き
な
い
方
々

の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作

成
し
、
災
害
時
に
は
、
親
族
や
近

隣
住
民
等
の
避
難
支
援
者
が
、
災

害
の
情
報
伝
達
や
安
否
確
認
、
避

難
の
手
助
け
を
行
う
。
平
成
27
年

２
月
に
、
対
象
者
に
調
査
票
を
送

付
し
て
お
り
、
自
力
ま
た
は
同
居

家
族
の
助
け
で
避
難
で
き
ず
、
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録

の
同
意
が
あ
っ
た
方
か
ら
、
同
年

５
月
の
市
外
転
出
者
等
を
除
い
た

方
を
対
象
に
民
生
児
童
委
員
の
協

力
の
も
と
名
簿
の
作
成
を
行
い
、

個
別
避
難
支
援
計
画
書
を
作
成
し

た
。
同
年
９
月
に
は
、
同
意
者
名

簿
と
個
別
避
難
支
援
計
画
書
を
自

治
会
等
の
避
難
支
援
等
関
係
者
に

配
布
し
て
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
同
年

12
月
に
は
、
同
じ
よ
う
な
形
で
調

査
を
始
め
、
前
調
査
で
返
信
の
な

か
っ
た
方
、
新
た
に
要
配
慮
者
と

な
っ
た
方
に
対
し
て
調
査
票
を
送

付
し
、
再
度
、
前
回
の
調
査
後
に

転
居
し
た
方
等
を
含
め
て
、
民
生

児
童
委
員
の
方
に
、
現
在
調
査
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
年
調

査
を
行
う
予
定
。
ま
た
、
全
数
調

査
は
３
年
に
１
度
行
い
、
次
回
は

30
年
度
に
実
施
す
る
予
定
。
災
害

時
の
避
難
支
援
は
、
地
域
の
支
援
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